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主な質疑応答

意見・要望等
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松阪市議会議長 中 島 清 晴 様

   平成 31年 4月 22日
  議会報告会実施要綱第 8条の規定により提出します。
                       議会報告会第 2班
                       代表者 大平 勇



【第 1部の主な質疑応答・意見等】 

問 空き家対策事業費の 573 万 2 千円、および 300 万円はどういう予算か、300 万円だ

と数軒しかできないが。 

答 5 年計画としてまず予算をつけた、300 万円は１件上限 2／3 以内で、25 万を上限

としている。 

問 300 万円は 1件あたりか、または総額か。 

答 松阪市全体で 300 万円で、1件あたり上限 25 万円である。 

問 観光施策の予算 2億 1千万円ほどとなっているが、新聞では 3億 4,000 万円ぐらい

となっていたがどちらが正しいのか。観光関連１億７千万円と外装 1億 6千万とで

ていたが差額はどういう事か。 

答 新聞に出ていた 3 憶 4 千万円は豪商のまち松阪観光交流センターの建設費で昨年

予算であり、2憶 1千万円は今年度の観光施設や観光関係の運営を行う予算で別の

ものである。 

問 西黒部地区、台風 21 号によって上からの水で、床上浸水になったが床上浸水 0 対

策で 5千 30 万円の予算でどういう対策をしてくれるのか。 

答 松阪市だけで行う事業ではなく、県と共同で１０か年を目標に行う事業で床上浸水 

を 0にするという大きな目標を持っている。例えば名古須川や三渡川等の掘削とか

初年度として調査をしたり緊急的なものの工事をしたりという予算である。実態は

把握しているので今後、10 か年を目標に行う。 

問 終活情報登録事業費（エンディングノート）142 万円で作成するとなっているが配

布する対象者の年齢とかどのように作成するのか。 

答 エンディングノートは印刷製本費として 82 万 5 千円予算となっている。松阪市版

エンディングノートを作成するための学習会等の予算でまだ検討段階で具体的な

ことはこれからである。 

問 前年比 5.9％の 40 億円ぐらい予算増となっているが、主な新規事業や終了事業の

明細と理由は。 

答 合併特例債をつかう為、投資的事業が多い。また財政調整基金より債務を返済して

いく予算編成であるため予算増となっている部分が大きい。新規事業としては小中

学校にエアコン整備、トイレ改修、鎌田中学校新築、北部学校給食センター等学校

関係が多くある。また消防施設の改修や津波避難タワー設計検討費用など、市民に

密着した予算となっている。 



問 債務返済に何年というメドはあるのか。一過性のものなのか。 

答 様々な形の債務があり短期、中期長期等その時点で有利な債務方法をとりながら 

続いていくものでいつ無くなるという性格のものではない。 

問 幼稚園の待機児童数はどんどん変わる。慎重に考えてほしいがどうか。 

答 待機児童の 90％が 0歳児から 1歳児で無償化は 3歳から 5歳であるが 

無償になったから待機児童が増えるかどうかは直結するかどうかはわからない。一

長一短はある。 

意見 やり方が変わったりした時には中長期的な見方できっちりと細かいところまで

目を向けてほしい。 

第 2部【住みよいまちづくりについての主な質疑・意見】 

問 高須町の金剛川樋門管理をしていますが、台風の中、高いところに上がり、大変危

険な思いの中 4 門のスライドと 8 門の管理を行っている。昭和 37 年建設の樋門の

老朽化が進み、コンクリートのクラックも進んでいる。現状を知ってもらい速やか

に対処を願う。県には要望済みである。 

答 耐用年数を過ぎていると思うが、県は災害に強い三重県をつくると言っていること 

から前向きに考え、対処してくれると思っている。松阪市としても実情を訴えてい

く。 

問 松阪市都市計画のまちづくり基本方針が更新されているが都市としての整備、開発

また保全を図るとあるが、整備するのは住宅商業地とか工業地とか森林地区、伊勢

中川地区、松阪駅地区、櫛田駅地区、射和地区を主に整備地区と定めるということ

である。 

道路整備については松阪駅周辺、伊勢中川駅周辺、駅西地区の開発等に力をいれて

いるのがわかるが、松阪市全体を考えてもらう観点から言うと松阪市南東部のこと

は一切計画に書いてない。高須公園、松名瀬海岸の既存の資源を活用するとあるだ

けである。 

全体的に平等に考えるべきだ。南東部開発プロジェクトチームでも作ってほしい。 

答 都市計画マスタープランについては松阪市を 32 地域にわけた。今後、住民協議会

等で地域計画を反映させるため、市民と協働し、まちづくりを進める。 


